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◇ 「第２５回世界スカウトジャンボリーに

参加して」 

 
       小牧第２団  ベンチャー隊 

               杉井 亮太 

                     
 私は今回の２５回ＷＳＪに派遣隊として参加し

ました。 

まず、僕がこの大会に参加しようと思った理由は、

世界の人々や文化に触れて視野を広げようと考え

たからです。 

 いざ韓国に行ってみると、初日から各国のスカ

ウトたちと出会うことが出来ました。グローバル

が思うより近くにあることに気づきました。 

 会場のセマングムでは、たくさんの国のたくさ

んの人のたくさんの文化を知ることが出来ました。

どの国も日本とは考え方や感覚に差があることを

実感すると共に、同年代の仲間同士にある、ノリ

というか精神的な共通点を感じました。 

 途中、台風がきたりいろいろなことがありまし

たがそれもいい思い出となりました。 

 この大会に参加して、世界各国と日本には違い

がたくさんありますが、人には大きな違いはない

ことを改めて実感しました。 

 このように、大会中の１５日間は僕の人生の中

で一番濃く世界と繋がれた時間でした。 

みなさんも世界を感じてみませんか？ 
 

 

◇ 「明知鉄道」 

春日井第５団  

カブ隊 鈴木聡真 

 

 ぼくは、ひさしぶりに明知鉄道にのってう

れしかったです。岩村駅は木がメインでし

た。 

 行きにのった中央線は＜３１５けい＞でし

た。明知鉄道は＜アケチ１４＞でした。とて

もかいてきでした。間の駅はのりおりする人

がいない駅が多かったです。 

 ごく楽駅には、きんと雲のようないすがあ

りました。 

 ＳＬの運転体けん（中学生から）やうで木

式の信号の切りかえ体けんなどありました。 

 けしきの緑がきれいで、すこしすずしくか

んじたり、ローカル線だなと思いました。 

 

 
 

◇ 「キャンプのボルタリングと忍者しゅぎ

ょう」 

春日井第５団  

カブ隊 宮地恵汰 

 

 ぼくは、夏休みのキャンプでいろいろなこ

とをやりました。 

 忍者しゅぎょうの後ボルタリングで下を見

るとこわかったけど手や足をおく所を考えて

やったら上まで登れたのでがんばったかいが

ありました。 

 忍者しゅぎょうは、いろいろやりました。

最初は物覚えの術をやったけど三つしかあっ

ていませんでした。二つ目は狩りの術で一つ

当たりました。三つめはなわ結びの術で本結

びをならったし、がけをくだる時にころぶ所

だったけど、なんとかおりれました。四つ目

のきゅうかく、しょっかくの修行は触った物

は正解だったけど匂いは不正解でした。五つ

目は弓矢の術で、一番最初にクマとイノシシ

にあたりました。最後の綱渡りの術は、体が
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重くて地面に足がつきそうでしたがなんとか

ゴールまで行けました。とても楽しかったで

す。 

 

 
 

◇ 「夏のキャンプ」 

春日井第５団  

カブ隊 水島大翔 

 

 

 

 ぼくは、ゲームハイクにいきました。ぼく

が一番心にのこったのは弓矢です。どうして

心にのこったかのわけは、さいしょはぜんぜ

んできなかったけど、すこしずつうまくなっ

て、クマとイノシシのかみのまとをゆみでや

ぶっちゃたけど、楽しかったです。またやっ

てみたいです。こんどはちがうどうぶつも弓

矢でうってみたいです、つぎにやるときは、

草がはえてないところでやりたいです。 

 

 

◇ 「キャンプまでの道のり」 

春日井第５団  

カブ隊 長谷川博一 

 

 ぼくは、８月１１～１３日に岩村ブラウン

シーキャンプ場に２泊３日で泊まりました。      

 勝川駅から恵那駅までＪＲ中央線に乗り、

明知鉄道で岩村駅でおりたら、ちょっと疲れ

て眠くなりました。 

 そして、隊長の差し入れでジュースとお菓

子をもらい、回復したら、岩村城まで４キロ

メートル弱の坂道を上ることになりました。 

 最初の方は、マップがあまり分からなかっ

たので、少し迷子になりましたが、商店街に

出たとき、きれいな街並みだなあ、と思いま

した。しかし、城の本丸への坂が急で、また

坂をたくさん登ったので、疲れていたのか、

すごくつらくなって死んでしまいそうでした

が、友達が助けてくれて本丸跡に無事につく

ことができました。 

しかしながら昼食のお弁当の時間にスズメバ

チが出たのですぐ帰ることになってしまいま

した。 

 時間が余っていたので、副長の車で歴史資

料館に行きました。歴史資料館には、岩村の

出土品や、岩村が出身地の偉人、昔の武士の

鎧などが展示してありました。僕はとても心

を動かされました。 

 そして、また副長の車で午後２時にキャン

プ場につきました。 
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≪編集者より≫ 

 

記事投稿ありがとうございました。 

次号も一ヶ月締切延長して３月末に締切予定

です、楽しい記事をお待ちしています。 

 

次号担当団はAグループ 犬山5 江南１ 北

名古屋１ 瀬戸６ 長久手 1 春日井２ 春

日井８です。 

 

 


